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【出題意図】 

 
大問一と大問二は、ともに評論の長文読解である。どちらも大枠では文化人類学に属する内
容であるが、大問一は日本の文化形成に関する内容、大問二は著名な霊長類学者による科学
の本質論から出題した。それぞれ、漢字の読み書き、適切な語句の選択と理解、筆者の意図
の読み取りについて問い、本学における学習と、知識・技術の習得に十分な国語力を備えて
いるかどうかをはかる構成とした。 
目まぐるしいスピードで世界の距離が縮まり、従来の意識では「東洋」と「西洋」という

文化的枠組みがもはやほぼ用をなさなくなった現代において、自身のアイデンティティは
どのように形成されてきたのか。大問一は、それを主体的かつ能動的に考察することを期待
した内容である。また、大問二は科学の本質について述べた内容であり、学習の根底にある
べき「気づき」の重要性を説くとともに、他者の価値観や見解とどのように向き合っていく
のか、という学習の根本的な姿勢について述べており、受験生にとって傾聴に値するもので
ある。 
よって、今回の出題では、本文を丹念に読み込み、筆者の主張とその論理を順序立てて理

解できているかどうか、それを試す設問構成を重視した。 


